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資料４

１．市の基本的な考え方に記載された評価の手法

●来館者数は一つの評価基準であり、総合的な評価基準ではない。

●活動の結果から生じる市民生活への波及効果を定量的に把握し、

価値判断を加えるソーシャルインパクトの評価手法を用いる。

●様々な事業の結果、ＳＤＧｓにどのくらい貢献し、より良い社会に

なったかを見える化し、その効果をＳＤＧｓへの貢献度で評価。

●学習の過程で生徒が作成したものを保管するポートフォリオ（ファ

イルフォルダに集められた資料や情報）を使った評価。個人の変容

を質的、総合的に評価するため、個人が変容し、行動につながった

ことまで評価が可能。



２．評価にあたって考慮したい点

●開設時は行動変容等の取り組みの結果だけでなく、行動変容を起
こすための働きかけが適切にされているかを見ていくことも必要。
（例えば、下表のエコプラザ（仮称）の機能が発揮されているかなど）

1

機能 重要な要素

知 る 情報の一元化・体系化
アーカイブ化

情報伝達のノウハウ
学 ぶ
学び合う

展示

参加・体験・体感

行動・活動・探究・創造
ＥＳＤ

はぐくむ
育てる

環境への興味・関心をはぐくむ
活動を育てる

つなぐ 環境分野をつなぐ
人と人をつなぐ
世代をつなぐ

支える 相談
支援

※連携会議及び連携会議運営ス
タッフとの評価に関しての協議で
は、行動変容について深く考えて
いくことに加え、施設の基本理念
にある「地域力の向上」や「まちづ
くりとの連携」なども、評価の対象
として重要との意見が出されてい
る。

※今年度は、感染症拡大防止の
観点から集客事業は行わず、情
報発信機能に特化していることを
考慮して評価する必要がある。



参考：ソーシャルインパクトの評価手法
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地域拠点
等を利用
した場づ
くり

各種講
座・教室

コミュニティ
ビジネス等
の事業化
支援

情報発信
活動

一定の多
様な人た
ちが集ま
る

一定の多
様な人た
ちが参加
する

一定の多
様な人た
ちが参加
する

情報が地
域に行き
渡る

プログラムなどへの参加者及び地域住民

人が集
まる場が
できる

共感づく
りが進む

参加や
活躍の
機会が
増える

地域のソー
シャルキャ
ピタルが増
大する

地域の活性
化が進む

地域の人の
ネットワーク
が強くなる

地域の中間
支援機能が
充実する

地域が人を
育てる力を
もつ

災害時の助
け合いが活
発になる

地域活動が
活発になる

地域課題へ
の取り組み
力が増大す
る

災害時に近隣の
人と助け合う関係
があると感じる人
の割合

主体的に地
域づくりをお
こなってい
る自治会、
学校、NPO

などが増え
たと感じる
人の割合

市民団体・民間
企業による地域
課題解決活動の
種類、数、受益
者

●地域やまちづくりにおける“ロジックモデル”の事例の一部。活動
によって生まれる成果を何で評価するかが個別に設定されている。



参考：SDGｓ達成度
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●下表は、NGOによって国別SDGｓ達成度が色分けして表示され
ているもの。エコreゾートでは、取り組みの範囲や達成度合いを
17分野のSDGｓの目標や169のターゲットで経年的に見ていくこ
とが想定できる。



参考：ポートフォリオ・行動変容
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川越市 環境に配慮した行動チェックシート20

（市民編）より

●催しの参加者等へのヒアリングなどにより、同一人物の変化を捉
えたり、無作為抽出による市民アンケート調査を行ったりすること
で、環境に配慮した行動の経年変化を捉えることが想定できる。

資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー

1 省エネルギーを実行している

2 自然エネルギーや省エネ家電の導入を行っている

3 環境に配慮した買い物をしている

4 ごみの分別を徹底し資源化している

5 ４Rを実践している

交
通
・健
康

6
自動車の利用を控え、環境負荷の少ない交通を利用してい
る

7 環境に配慮した自動車の使い方をしている

8 化学物質の使用を控えている

9 汚れた水を流さないようにしている

自
然

10 節水や水の再利用をしている

11 川や水路、湧水地などを守っている

12 雑木林などの身近にある里山に親しんでいる

13 野生生物を守っている

ま
ち

14 歴史や文化を守っている

15 緑を増やし、育てている

16 まちの美化に協力している

活
動
・情
報

17 環境学習に参加している

18 環境を良くするボランティア活動に参加している

19 環境家計簿などをつけて改善への取組をしている

20 事業者や行政と協力している


